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Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
豪
華
寝
台
列
車
「
ト

ワ
イ
ラ
イ
ト
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」
が
根
雨

駅
に
停
車
す
る
の
に
合
わ
せ
、
11
月
14

日
と
21
日
、
根
雨
駅
前
広
場
で
お
も
て

な
し
歓
迎
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
乗
客
に
観
光
情
報
を
は
じ

め
と
し
た
町
の
魅
力
を
発
信
し
、
こ
れ

を
き
っ
か
け
に
交
流
人
口
の
拡
大
を
図

る
た
め
企
画
し
た
も
の
で
す
。

　

当
日
、
午
後
9
時
21
分
に
列
車
が
到

着
す
る
と
、
1
番
ホ
ー
ム
や
根
雨
駅
前

広
場
で
大
勢
の
町
民
ら
が
乗
客
を
お
出

迎
え
。「
よ
う
来
て
つ
か
っ
た
」「
よ
う

こ
そ
、
日
野
町
へ
」
な
ど
と
声
を
か
け

た
り
手
を
振
っ
た
り
と
、
乗
客
を
歓
迎

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
駅
構
内
に
オ
シ
ド
リ
の
写
真
、

駅
前
広
場
に
は
金
持
神
社
の
レ
プ
リ
カ

を
設
置
し
、
町
特
産
品
の
試
食
販
売
や

金
持
神
社
札
所
（
売
店
）
の
出
前
販
売

も
行
わ
れ
ま
し
た
。
乗
客
に
は
、
金
持

青
年
会
（
金
持
）
に
よ
る
獅
子
舞
の
披

露
や
お
は
ら
い
が
行
わ
れ
、
乗
客
の
開

運
を
祈
り
ま
し
た
。

　

同
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
14
日
は
35
人
、

21
日
に
は
40
人
の
乗
客
が
歓
迎
を
受
け
、

乗
車
時
に
は
奥
日
野
海
藻
米
な
ど
の
お

土
産
品
も
手
渡
さ
れ
、「
ま
さ
か
こ
こ
ま

で
大
歓
迎
さ
れ
る
と
思
わ
な
か
っ
た
」

「
今
度
は
ゆ
っ
く
り
日
野
町
を
訪
れ
た

い
」
な
ど
と
話
し
、
笑
顔
を
見
せ
て
い

ま
し
た
。

よ
う
来
て
つ
か
っ
た
、
日
野
町
へ

「
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
エ
ク
ス
プ
レ
ス
」
乗
客
を
お
も
て
な
し

横断幕や拍手で乗客を大歓迎

金持青年会が乗客の開運を祈り獅子舞を披露

まちの話題

本格的なジャズのサウンドと歌で会場を魅了
　

11
月
15
日
、
町
文
化
セ
ン
タ
ー
・
ホ
ー

ル
森
の
音
楽
隊
で
、「
太
枝
一
正
と
ゆ
か

い
な
仲
間
た
ち
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト
（
同

実
行
委
員
会
主
催
）
が
開
か
れ
、
町
内
外

か
ら
多
く
の
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

町
内
で
飲
食
店
を
営
む
太
枝
一
正
さ

ん
（
根
雨
）
が
参
加
す
る
ジ
ャ
ズ
バ

ン
ド
の
ホ
ッ
ト
ウ
ェ
イ
ブ
を
は
じ
め
、

Ｈエ
イ
チ
ツ
ー
オ
ー
ツ
ー

２
Ｏ
２
、
歌
手
の
堀
内
実
智
代
さ
ん
ら

が
、「
Ｆ
ｌ
ｙ 

ｍ
ｅ 

ｔ
ｏ 

ｔ
ｈ
ｅ 

Ｍ
ｏ

ｏ
ｎ
」「
Ａ
列
車
で
行
こ
う
」
な
ど
、ジ
ャ

ズ
の
名
曲
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

来
場
者
は
手
拍
子
や
曲
を
口
ず
さ
ん
だ

り
、体
を
揺
ら
せ
た
り
と
演
奏
を
楽
し
み
、

会
場
全
体
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

し
な
や
か
で
ホ
ッ
ト
。
ジ
ャ
ズ
の
音
色
に
酔
い
し
れ
る

太
枝
一
正
と
ゆ
か
い
な
仲
間
た
ち
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト

子
ど
も
や
親
の
ケ
ア
、
命
の
大
切
さ
を
伝
え
る

山
根
美
奈
子
さ
ん
に
母
子
保
健
推
進
会
議
会
長
表
彰

　

10
月
7
日
か
ら
10
日
ま
で
、
神
奈
川
県

で
開
か
れ
た
、「
健
や
か
親
子
21
全
国
大

会（
母
子
保
健
家
族
計
画
全
国
大
会
）」で
、

山
根
美
奈
子
さ
ん
（
野
田
）
が
、
母
子
保

健
推
進
会
議
会
長
表
彰
を
受
賞
し
、
11
月

6
日
、
役
場
に
報
告
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

山
根
さ
ん
は
、
平
成
10
年
に
出
張
専
門

の
助
産
院
を
開
業
。
以
来
、
お
産
や
母
乳

ケ
ア
、
母
子
訪
問
活
動
を
行
っ
て
き
た
ほ

か
、
子
ど
も
の
性
と
生
殖
の
健
康
を
守
る

「
い
の
ち
の
出
前
教
室
」
な
ど
の
活
動
が

評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

受賞を喜ぶ山根さん（右）
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深
ま
る
秋
を
楽
し
み
な
が
ら
、
歴
史
を
た
ど
る

都
合
山
た
た
ら
跡
探
訪

▼あなたの声や地域・職場での話題をお寄せください。★役場企画政策課まで（電話 72‐０３３２）

町
の
古
民
家
を
生
か
し
た
現
代
芸
術
に
ふ
れ
る

奥
日
野
里
山
藝げ

い
じ
ゅ
う住
祭

作品に見入る来場者。古民家も芸術の一部に
　

県
内
外
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
芸
術
家
を

招
き
、
日
野
町
に
滞
在
し
て
も
ら
い
作
品

を
創
作
し
発
表
す
る
「
奥
日
野
里
山
藝
住

祭
」
の
作
品
発
表
が
、
11
月
21
日
か
ら
23

日
ま
で
、
中
菅
地
内
の
古
民
家
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　

同
祭
は
、
県
内
10
カ
所
で
開
か
れ
て
い

る
「
鳥
取
藝
住
祭
」
の
1
つ
。
一
般
社
団

法
人
里さ

と
り鳥
代
表
の
石
村
勇
人
さ
ん（
上
菅
）

が
呼
び
か
け
、
県
内
外
か
ら
15
組
の
造
形

作
家
や
音
楽
家
な
ど
の
芸
術
家
を
招
き
、

古
民
具
や
廃
材
を
利
用
し
た
作
品
制
作
や

自
然
を
素
材
と
し
た
作
品
作
り
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
古
民
家
は
、
長
年
空
き

家
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
石
村
さ
ん
が

地
元
の
協
力
を
得
な
が
ら
再
利
用
。
流
木

を
使
っ
た
作
品
や
ろ
う

3

3

を
使
っ
た
作
品
、

菅
福
元
気
邑
で
の
豆
腐
づ
く
り
の
様
子
や

ス
タ
ッ
フ
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真
な
ど
の
芸
術

作
品
が
並
び
ま
し
た
。

　

障
子
紙
や
和
紙
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
紙
を

使
っ
て
花
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
作
品
を
発

表
し
た
東
京
都
在
住
の
Ｍミ

ッ

ク

ス

ｉ
Ｘ
ｘ
さ
ん

は
、「
縁
側
か
ら
当
た
る
日
光
を
利
用
し
、

日
光
や
あ
た
た
か
み
を
感
じ
る
も
の
を
作

り
た
か
っ
た
。
ぜ
ひ
、
多
く
の
人
に
見
て

ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

期
間
中
訪
れ
た
人
は
、
作
品
に
見
入
り
、

そ
れ
ぞ
れ
に
込
め
ら
れ
た
思
い
や
世
界
観

に
引
き
込
ま
れ
て
い
る
様
子
で
し
た
。

自然に囲まれた中で思うままに作品づくり

　

11
月
3
日
、
上
菅
か
ら
都
合
山
た
た
ら

跡
（
中
菅
）
ま
で
の
「
た
た
ら
街
道
」
を

歩
く
、「
都
合
山
た
た
ら
跡
探
訪
～
鐡て

つ
じ
ん人

の
道
を
ゆ
く
～
」（
奥
日
野
ガ
イ
ド
倶
楽

部
、
町
教
育
委
員
会
主
催
）
が
行
わ
れ
、

町
内
外
か
ら
約
20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

小
春
日
和
と
な
っ
た
当
日
は
絶
好
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
日
和
。
集
合
場
所
の
上
菅

駅
で
は
、
10
月
に
駅
舎
に
設
置
さ
れ
た
ば

か
り
の
都
合
山
た
た
ら
の
解
説
板
を
、
奥

日
野
ガ
イ
ド
倶
楽
部
の
杉
原
幹
雄
さ
ん

（
安
原
）
が
説
明
し
、
旅
の
期
待
も
盛
り

上
が
り
ま
す
。

　

行
程
は
、
蔵
美
術
館
（
上
菅
）
か
ら

都
合
山
た
た
ら
ま
で
の
、
片
道
約
50
分

の
道
の
り
。
行
き
は
上
り
坂
に
な
り
ま

す
が
、
傾
斜
も
ゆ
る
く
、
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
初
心
者
で
も
楽
に
歩
け
ま
す
。
た
た

ら
街
道
沿
い
に
の
渓
流
に
は
、「
上
菅
五

滝
」
と
呼
ば
れ
る
５
つ
の
滝
の
姿
も
楽

し
め
、
参
加
者
ら
は
、
深
ま
る
秋
の
奥

日
野
の
自
然
を
楽
し
み
な
が
ら
ゴ
ー
ル

を
目
指
し
ま
し
た
。

　

終
点
の
都
合
山
た
た
ら
跡
は
、
明
治
時

代
、
根
雨
の
鉄
山
師
・
近
藤
家
が
経
営
し

て
い
た
た
た
ら
場
で
、東
京
帝
国
大
学（
当

時
）
の
俵

た
わ
ら 

国く
に
い
ち一
博
士
に
よ
る
創
業
時
の

詳
細
な
記
録
が
残
っ
て
い
る
、
学
術
的
に

も
貴
重
な
生
産
遺
跡
で
す
。

　

現
地
で
は
、
杉
原
さ
ん
が
た
た
ら
製
鉄

の
仕
組
み
や
遺
跡
の
構
造
な
ど
を
、
歌
や

ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
解
説
し
、
歴
史

ロ
マ
ン
と
健
康
づ
く
り
が
一
度
に
楽
し
め

た
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

往時をしのびながらたたら街道をゆく

現地では杉原さん（右）のロマンあふれる説明が


